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 再結晶の一瞬を撮影する時は、背景を暗くしたほう

が良い。青い紙を置くと、とても美しく仕上がる。 

 

 今回は、塩化アンモニウムの再結晶の様子を、ワー

クシートに記録させた。良い方法かどうかわからない

が、その一部に写真を貼れるようにしてみた。 

 

 これは、チェキ本体のメモリーに残っていたデータ

画像である。画像はすべて正方形で記録されている。

この写真は、水面付近では小さかった結晶が、ゆっく

り降下しながら成長する、再結晶の一瞬を非常によく

とらえている。塩化アンモニウムの結晶は、密度が低

いので、飽和溶液中をゆっくり降下するのだ。 

 

 この写真では、水面付近にも結晶が見られる。子ど

もたちがこれを「雪雲」と形容していたのが面白い。

また、実験が始まって数分経っているので、容器の底

にも結晶がたくさん積もっている。 

この、まるで雪が降るような現象は、容器の中の溶

液が室温に近づくまで続く。まさに「化合物が見せる

最も美しい一瞬」と言える。それを子どもたち自身が、

写真に残せたことは、意味のある体験だっただろう。 


